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「障がい」と「障害」の表記について 

人を表す際の表記の在り方に「害」の字を用いるのは、人権を尊重する観点

からふさわしくないと考えます。 

本計画書では、基本的に「障がい」と表記し、国の法令等に基づく制度や施

設名、または法人、団体名、医療用語等の固有名詞については「障害」と表記し

ています。 

本町が今回策定しました本計画の名称についても、このような観点から「障

がい者福祉計画」と表記しています。 
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第１章 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

 本町においては、令和 3 年 3 月に「与那原町第６期障害福祉計画 第２期障害児福

祉計画」を策定し、基本理念を「すべての町民がお互いを尊重し、支え合い、いつまで

も笑顔で暮らせるまち・与那原」とし、障がいのある町民に対する各施策、各サービス

の展開・提供をしてきました。 

 沖縄県においては、障害者基本法に基づいて、すべての国民が、障害の有無にかかわ

らず、等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるという理念に

のっとり、相互に人格と個性を尊重しながら共生する社会の実現に向け、令和５年度か

ら令和９年度を計画期間とする第５次障害者基本計画を策定しました。この第５次障害

者基本計画では、障がいのある人が必要な支援を受けながら、自らの決定に基づき社会

のあらゆる活動に参加する主体ととらえ、障がいのある人が自らの能力を最大限度発揮

し、自己実現できるように支援するとともに、障がいのある人の活動を制限し、社会へ

の参加を制約している社会的な障壁を除去するため、国が取り組むべき障がい者福祉施

策の基本的な方向が定められています。 

「与那原町障がい者（児）計画」は、本町の障がい者のニーズや課題をまとめるとと

もに、取り組むべき施策の方向性について定めており、障がい者施策全般にわたる基本

計画としての性格を有しています。 

 「第７期障がい福祉計画」は、地域の実情に合わせて、自立支援給付や地域生活支援

事業を提供するための体制が、具体的かつ計画的に図られるよう、数値目標やサービス

の見込み量などを定めており、実施計画としての性格を有しています。 

 「第３期障がい児福祉計画」は、国の基本指針に沿って、障害児通所支援や障害児相

談支援の提供体制の確保に関する事項を定めるものです。 

 このような背景と第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画の実施状況及び障がい

児を含むニーズ調査等もふまえ、本計画を策定いたします。 

 

２ 計画の対象 

 本計画では、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持者のみならず、

発達障害、高次脳機能障害、難病疾患のある町民など、日常生活や社会生活で支援を必

要とするすべての人を対象者として捉えています。 
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３ 計画の位置づけ 

（１）法的な位置づけ 

与那原町障がい者（児）計画 

 障害者基本法に規定される「市町村障害者計画」。計画の策定にあたっては、国の

障害者基本計画及び沖縄県障害者基本計画を基本に定めます。障害者施策に関する基

本的な計画です。 

 

 

 

 

 

与那原町障がい福祉計画 

 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）

に基づき、障がい福祉サービス、相談支援及び市の地域生活支援事業の提供体制を整

備し、自立支援給付及び地域生活支援事業の円滑な実施の確保を目的に策定する計画

です。 

 

 

 

 

 

 

与那原町障がい児福祉計画 

 児童福祉法に基づき、障害児通所支援、障害児入所及び障害児相談支援の提供体制

を整備し、障害児通所支援等の円滑な実施の確保を目的に策定する計画です。 

 

 

 

  

≪根拠法≫ 

第 11 条第３項 市町村は、障害者基本計画及び都道府県障害者計画を基本と

するとともに、当該市町村における障害者の状況等を踏まえ、当該市町村にお

ける障害者のための施策に関する基本的な計画（以下、市町村障害者計画とす

る）を策定しなければならいない。 

≪根拠法≫ 

第 88 条第１項 市町村は、基本指針に即して、障害福祉サービスの提供体制

の確保、その他この法律に基づく業務の円滑な実施に関する計画（以下、市町

村障害福祉計画とする）を定めるものとする。 

≪根拠法≫ 

第 33 条の 20 第１項 市町村は、基本指針に即して、障害児通所支援及び障

害児相談支援の提供体制の確保その他障害児通所支援及び障害児相談支援の

円滑な実施の確保を目的に策定する計画（以下、市町村障害児福祉計画とする）

を定めるものとする。 
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（２）関連計画との関係 

 本計画は、与那原町総合計画を上位計画とし、与那原町障がい者（児）計画にそっ

て各施策や支援を具現化する計画として策定するものです。策定にあたり、町の他の

福祉関連計画をはじめ、防災計画など本町の関連する個別計画と連携をとりながら、

沖縄県障害者基本計画や沖縄県障害福祉計画、沖縄県障害児福祉計画とも調和を図り

ながら策定するものです。 

 

図表１ 関連計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 5 次与那原町総合計画 

◎高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 
◎子ども・子育て支援事業計画 
◎健康づくり関連計画 
◎地域防災計画 
◎地域自立支援協議会 
◎その他町の関連計画 

○障害者基本法 

○障害者総合支援法 

○児童福祉法 

【国】 

○障害者基本計画（第５次） 

（令和 5 年度～令和 9 年度） 

 

【沖縄県】 

○第 5 次沖縄県障害者基本計画 

（令和 4 年度～令和 13 年度） 

 

○第 7 期沖縄県障害福祉計画 

○第 3 期沖縄県障害児福祉計画 

（令和６年度～令和８年度） 
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４ 計画の期間 

 与那原町障がい者（児）計画は、令和 6 年度から令和 11 年度の 6 年間を計画期間

とします。 

 また、与那原町第 7 期障がい福祉計画、与那原町第 3 期障がい児福祉計画は、令和

6 年度から令和 8 年度の 3 年間を計画期間とします。 

 

図表２ 計画の期間

 

５ 計画の策定体制 

 本計画の策定するにあたり、障がい当事者、福祉施設関係者等のメンバーで構成する

与那原町障がい者計画等策定委員会において、計画内容等について検討・審議を行いま

した。また、アンケート調査の実施、障がい当事者や事業者等へヒアリング調査を実施

することで、本町のニーズを把握し、計画策定の基礎資料としました。 

 

図表３ 計画の策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和6年度
（2024年）

令和7年度
（2025年）

令和8年度
（2026年）

令和9年度
（2027年）

令和10年度
（2028年）

令和11年度
（2029年）

障がい者（児）計画

障がい福祉計画

障がい児福祉計画

年度

計画名

与那原町障がい者（児）計画（６年）

与那原町第７期障がい福祉計画

与那原町第３期障がい児福祉計画

与那原町第８期障がい福祉計画

与那原町第４期障がい児福祉計画

与那原町障がい者計画等策定委員会 

障がい者団体及び関係機関等の役職員、
当事者等 

審議 提案 

障がい者・事業者 

アンケート調査 

ヒアリング 

事務局 

調査 

意見 調整 

関係課 
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６ SDGs をふまえた計画の推進 

 令和 12（2030）年までの国際目標である持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 

Development Goals）は、平成 27 年 9 月に国連サミットで採択された「持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」に記載され、17 のゴールと 169 のターゲットから

構成され、「誰一人取り残さない」という理念を掲げています。これは、誰もが役割と

生きがいをもち、地域で支え合い、つながりを持つ「地域共生社会」の実現につながる

ものです。 

 本県においても SDGs を推進しており、本町においてもこの理念や目標に向かった

取り組みを進めることで、その達成に貢献していきます。 
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第２章 与那原町を取り巻く状況と障がい者の現状 

１ 与那原町の人口 

 本町の人口の推移を令和元年度から令和 5 年度を比較すると、令和 5 年度の総人口

は 2 万人を切っています。年少人口と生産年齢人口は微減し続けていますが、老年人

口は微増となっており、高齢化率も年々少しずつ高くなっています。 

 令和５年度の５歳階級別人口をみると、生産年齢人口のうち 20 歳～29 歳までの人

数は少ない状況です。 

図表４ 総人口の推移と５歳階級別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：町役場 
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２ 障がいのある方の状況 

（１）障害手帳所持者数の推移 

 令和元年度から令和５年度の障害者手帳所持者数の推移をみると、大きな変動はあ

りません。 

 自立支援医療受給者（件数）をみると、令和２年度をピークに減少しています。 

 

図表５ 障害手帳所持者の推移 

資料：町役場福祉課 

 

 

  



 

8 

 

（２）障害別の障がい者、障がい児の推移 

 障がい者（18 歳以上）と障がい児（18 歳未満）の推移を障害別に令和元年度か

らみると、身体障がいの場合は、大きな変動は見られません。知的障がいは、令和元

年度より総数が増えています。障がい児は、令和元年度の 2 倍となっています。精神

障がい者は、令和 4 年度より 5 年度は減少していますが、障がい児をみると令和元

年度より令和 5 年度は 14 人増となっています。 

 

図表６ 障がい別の障がい者、障がい児の推移（上：身体 中：知的 下：精神） 
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（３）身体障害者手帳の所持状況 

 身体障害者手帳所持状況を部位別でみると、令和５年度は内部障害 45.2％（275

人）、肢体 40.9％（249 人）となっており、両障がいの割合が多くみられます。 

 

図表７ 身体障がい者の障害部位別の推移と構成比 

資料：町役場福祉課 

 

  

肢体 視覚 聴覚･言語 内部 合計
242 21 73 266

40.2% 3.5% 12.1% 44.2%
251 20 69 280

40.5% 3.2% 11.1% 45.2%
249 21 70 281

40.1% 3.4% 11.3% 45.2%
250 21 67 273

40.9% 3.4% 11.0% 44.7%
249 19 66 275

40.9% 3.1% 10.8% 45.2%

令和４年度 611人 

令和５年度 609人 

身体障害者手帳交付数の障がい種類別人数と構成比
(上段：人数/下段：構成比）

令和元年度 602人 

令和２年度 620人 

令和３年度 621人 
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（４）療育手帳の所持状況 

 療育手帳所持者数の推移をみると、所持者数の大きな変動はありませんが、年々増

えています。程度区分別の割合をみると、B2 軽度の方が半数を占めています。 

 

図表８ 療育手帳の所持状況と区分別割合 

 

 

 

 

 

 

 

資料：町役場福祉課 

  

区分別割合

A1 A2 B1 B2

令和元年度 4.2% 11.4% 25.7% 58.7%

令和２年度 4.7% 12.4% 26.5% 56.5%

令和３年度 5.8% 11.6% 26.5% 56.1%

令和４年度 5.0% 11.4% 28.7% 55.0%

令和５年度 5.0% 12.4% 29.4% 53.2%
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（５）精神障害者保健福祉手帳の所持状況 

 精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移をみると、総数では令和４年度の 310 人

から、令和 5 年度は若干減少がみられ 283 人となっています。区分別の割合をみる

と、どの年度も 2 級が半数以上占めています。 

 

図表９ 精神障害保健福祉手帳の所持状況と区分別割合 

 

 

 

 

資料：町役場福祉課 

 

 

  

区分別割合

１級 ２級 ３級

令和元年度 22.9% 59.8% 17.3%

令和２年度 21.7% 62.5% 15.9%

令和３年度 22.0% 60.5% 17.6%

令和４年度 21.0% 60.0% 19.0%

令和５年度 19.1% 62.2% 18.7%
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３ アンケート調査結果及びヒアリング結果からみえる状況 

（１）障がい者アンケート 

１ 調査の概要 

① 調査の目的 

「与那原町障がい者（児）計画」、「第 7 期障がい福祉計画・第 3 期障がい児福祉

計画」の策定に向け、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ち

の方や、障害福祉サービスの利用者、その介助者・保護者の方の、福祉サービスの利

用実態や、福祉に関する意識、意向などを把握し、障がい者（児）福祉サービスの改

善や障がい福祉施策推進に役立てるための基礎資料とする。 

② 調査の対象 

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方や、障害福祉サ

ービスの利用者、その介助者・保護者の方、一般町民の方を対象に調査 

③ 調査方法 

役場による配布回収を基本とし、一部を郵送。 

④ 調査期間 

令和 5 年 11 月 

⑤ 回収結果 

■配布数：1,300 件 

■回収数：382 件 

■回収率：29.4％ 

⑥ 集計にあたって 

・身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方のみで集計 

・回答結果の割合について、回答率は小数点第２位以下を四捨五入しているため、単

数回答であっても、合計値が 100.0％にならない場合があることに留意されたい。 

・複数回答の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、割合を出している。そ

のため、比率を合計すると 100.0％を超える場合がある。 

・複数回答の割合は、サンプル数を基準に算出している。 

・表や図中で、文章が長いものは省略して載せるなど、わかりやすく修正を行ってい

る。 

・「ｎ」は集計の対象者数（設問の限定条件に該当する人の数）を表している。 

・不明は、無回答者等を表している。  
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（２） 調査結果（※ P103～140 資料編の抜粋です） 

あて名のご本人について 

障がい者別 

 「身体障害者手帳を持っている」が 44.3%と最も高く、以下、「療育手帳を持っている」

25.2%、「精神障害者保健福祉手帳を持っている」25.2%となっている。 

  

 

令和 5 年 10 月 1 日現在の年齢をお答えください 

 「19 歳～64 歳」53.4%、「65 歳～74 歳」13%、「75 歳～89 歳」11.5%となっている。 

  

 

  

回答数 割合（％）

身体障害者手帳を持っている 58 44.3

療育手帳を持っている 33 25.2

精神障害者保健福祉手帳を
持っている

33 25.2

複数の障がい手帳を持ってい
る

7 5.3

サンプル数 131 100.0

44.3 

25.2 

25.2 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身体障害者手帳を持っ

ている

療育手帳を持っている

精神障害者保健福祉手

帳を持っている

複数の障がい手帳を

持っている

回答数 割合（％）

18歳未満 13 9.9

19歳～64歳 70 53.4

65歳～74歳 17 13.0

75歳～89歳 15 11.5

90歳以上 4 3.1

不明 12 9.2

サンプル数 131 100.0

9.9 

53.4 

13.0 

11.5 

3.1 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

18歳未満

19歳～64歳

65歳～74歳

75歳～89歳

90歳以上

不明
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質問 3.現在、お住まいの地区はどちらですか 

 「与原」が 16.8%と最も高く、「江口」と「上与那原が」13%となっている。 

  

 

 

質問 4.あて名のご本人はどなたと一緒に暮らしていますか（複数回答） 

 「親・祖父母」が 38.9%と最も高く、以下、「配偶者（夫または妻）」32.1%、「きょうだい」

19.8%となっている。 

  

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

当添 5 3.8

板良敷 11 8.4

港 5 3.8

江口 17 13.0

中島 3 2.3

新島 5 3.8

森下 3 2.3

浜田 5 3.8

与原 22 16.8

大見武 11 8.4

上与那原 17 13.0

県営住宅 10 7.6

東浜 11 8.4

不明 6 4.6

サンプル数 131 100.0

3.8 

8.4 

3.8 

13.0 

2.3 

3.8 

2.3 

3.8 

16.8 

8.4 

13.0 

7.6 

8.4 

4.6 

0% 5% 10% 15% 20%

当添

板良敷

港

江口

中島

新島

森下

浜田

与原

大見武

上与那原

県営住宅

東浜

不明

回答数 割合（％）

ひとりで暮らしている 19 14.5

配偶者（夫または妻） 42 32.1

親・祖父母 51 38.9

きょうだい 26 19.8

子ども・孫 18 13.7

友人・知人 0 0.0

グループホーム・施設など 4 3.1

その他 6 4.6

不明 5 3.8

サンプル数 171 -
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質問 5.あて名のご本人は次のことをどのようにしていますか  

5-1. 日常生活 

 「ひとりでできる」が 57.3%と最も高く、以下、「手伝ってもらえれば自分でもできる」

29.8%、「全部やってもらう」9.2%となっている。 

  

 

 

質問 5-2. 外出 

 「ひとりでできる」が 59.5%と最も高く、以下、「手伝ってもらえれば自分でもできる」26%、

「全部やってもらう」13%となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

ひとりでできる 75 57.3

手伝ってもらえれば自分でも
できる

39 29.8

全部やってもらう 12 9.2

不明 5 3.8

サンプル数 131 100.0

回答数 割合（％）

ひとりでできる 78 59.5

手伝ってもらえれば自分でも
できる

34 26.0

全部やってもらう 17 13.0

不明 2 1.5

サンプル数 131 100.0
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質問 5-3. 家族以外の人との意思疎通 

 「ひとりでできる」が 64.1%と最も高く、以下、「手伝ってもらえれば自分でもできる」

25.2%、「全部やってもらう」6.9%となっている。 

  

 

 

質問 5-4. お金の管理 

 「ひとりでできる」が 48.1%と最も高く、以下、「全部やってもらう」26%、「手伝ってもらえ

れば自分でもできる」22.9%となっている。 

  

 

質問 5-5. 薬の管理 

 「ひとりでできる」が 58%と最も高く、以下、「全部やってもらう」20.6%、「手伝ってもらえ

れば自分でもできる」18.3%となっている。 

  

回答数 割合（％）

ひとりでできる 63 48.1

手伝ってもらえれば自分でも
できる

30 22.9

全部やってもらう 34 26.0

不明 4 3.1

サンプル数 131 100.0

ひとりで

できる

48.1％

手伝って

もらえれ

ば自分で

もできる

22.9％

全部やっ

てもらう

26.0％

不明

3.1％

回答数 割合（％）

ひとりでできる 76 58.0

手伝ってもらえれば自分でも
できる

24 18.3

全部やってもらう 27 20.6

不明 4 3.1

サンプル数 131 100.0

ひとりで

できる

58.0％

手伝って

もらえれ

ば自分で

もできる

18.3％

全部やっ

てもらう

20.6％

不明

3.1％

回答数 割合（％）

ひとりでできる 84 64.1

手伝ってもらえれば自分でも
できる

33 25.2

全部やってもらう 9 6.9

不明 5 3.8

サンプル数 131 100.0
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質問 6.あて名のご本人の介助や支援をしている人はどなたですか（複数回答） 

 「親・祖父母」が 30.5%と最も高く、以下、「配偶者（夫または妻）」23.7%、「介助や支援は

必要ない」16%となっている。 

  

 

 

 

 

 

（身体障害者手帳をお持ちの方のみ） 

質問 7.あて名のご本人は身体障害者手帳（赤色の手帳）をお持ちですか 

 「持っていない」が 42%と最も高く、以下、「1 級」16%、「2 級」11.5%となっている。 

 

  

 

 

回答数 割合（％）

 1級 21 16.0

 2級 15 11.5

 3級 8 6.1

 4級 13 9.9

 5級 3 2.3

 6級 4 3.1

持っていない 55 42.0

わからない 3 2.3

不明 9 6.9

サンプル数 131 100.0

16.0 

11.5 

6.1 

9.9 

2.3 

3.1 

42.0 

2.3 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1級

2級

3級

4級

5級

6級

持っていない

わからない

不明

回答数 割合（％）

配偶者（夫または妻） 31 23.7
親・祖父母 40 30.5
きょうだい 16 12.2
子ども・孫 13 9.9
友人・知人 5 3.8
グループホームや施設の職
員

15 11.5

ホームヘルパーなどの在宅
サービス提供者

7 5.3

その他 12 9.2
介助や支援は必要ない 21 16.0
不明 12 9.2

サンプル数 131 -
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7-1. 主な障がいの部位を教えてください（複数回答） 

 「内部障害（心臓、呼吸器、じん臓、肝臓、ぼうこう、直腸、小腸、免疫機能）」が 42.2%

と最も高く、以下、「肢体不自由（上肢・下肢・体幹機能）」29.7%、「その他」17.2%となっ

ている。 

 

 

 

 

質問 8.あて名のご本人は療育手帳（紺色の手帳）をお持ちですか 

 「持っていない」が 55.7%と最も高く、以下、「B2」13.7%、「B1」10.7%となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

A1 4 3.1

A2 4 3.1

B1 14 10.7

B2 18 13.7

持っていない 73 55.7

わからない 6 4.6

不明 12 9.2

サンプル数 131 100.0

3.1 

3.1 

10.7 

13.7 

55.7 

4.6 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

A1

A2

B1

B2

持っていない

わからない

不明

回答数 割合（％）

視覚 5 7.8

聴覚・平衡機能 10 15.6

音声・言語・そしゃく機能 4 6.3

肢体不自由（上肢・下肢・体
幹機能）

19 29.7

内部障害（心臓、呼吸器、じ
ん臓、肝臓、ぼうこう、直腸、
小腸、免疫機能）

27 42.2

その他 11 17.2

不明 4 6.3

サンプル数 64 -
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質問 9.あて名のご本人は精神障害者保健福祉手帳（緑色の手帳）をお持ちですか 

 「持っていない」が 51.1%と最も高く、以下、「2 級」23.7%、「3 級」9.2%となっている。 

  

 

質問 13.あて名のご本人は要介護認定を受けていますか 

 「受けていない」が 73.3%と最も高く、以下、「要支援 1」3.1%、「要介護 1～4」各 2.3%とな

っている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

1級 6 4.6

2級 31 23.7

3級 12 9.2

持っていない 67 51.1

わからない 4 3.1

不明 11 8.4

サンプル数 131 100.0

4.6 

23.7 

9.2 

51.1 

3.1 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1級

2級

3級

持っていない

わからない

不明

回答数 割合（％）

受けていない 96 73.3

要支援1 4 3.1

要支援2 2 1.5

要介護1 3 2.3

要介護2 3 2.3

要介護3 3 2.3

要介護4 3 2.3

要介護5 2 1.5

わからない 1 0.8

不明 14 10.7

サンプル数 131 100.0

73.3 

3.1 

1.5 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

1.5 

0.8 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80%

受けていない

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

わからない

不明
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あて名のご本人の暮らしについて 

質問 15.あて名のご本人は将来はどのような暮らし方を望んでいますか 

 「自宅で暮らしたい」が 63.4%と最も高く、以下、「わからない」13.7%、「自宅や施設を出

て、ひとりで暮らしたい」6.9%となっている。 

  

 

質問 16.あて名のご本人が地域で生活するためには、どのような支援があればよいと

思いますか（複数回答） 

 「必要なサービスが利用できること」が 46.6%と最も高く、以下、「経済的な負担の軽減」

38.9%、「働く場の確保」34.4%となっている。 

  

回答数 割合（％）

自宅で暮らしたい 83 63.4

自宅や施設を出て、ひとりで
暮らしたい

9 6.9

グループホームで暮らしたい 8 6.1

福祉施設に入所したい（入所
を続けたい）

4 3.1

病院に入りたい（入院を続け
たい）

1 0.8

その他 2 1.5

わからない 18 13.7

不明 6 4.6

サンプル数 131 100.0

63.4 

6.9 

6.1 

3.1 

0.8 

1.5 

13.7 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で暮らしたい

自宅や施設を出て、ひとりで

暮らしたい

グループホームで暮らしたい

福祉施設に入所したい（入所

を続けたい）

病院に入りたい（入院を続け

たい）

その他

わからない

不明

回答数 割合（％）

障がい者が住みやすい住居
の確保

33 25.2

必要なサービスが利用できる
こと

61 46.6

生活訓練などの充実 17 13.0

経済的な負担の軽減 51 38.9

相談対応などの充実 38 29.0

近所の人たちの理解 15 11.5

在宅における適切な医療ケ
アの確保

11 8.4

働く場の確保 45 34.4

同じ悩みを抱える同志の集ま
り

16 12.2

余暇支援 9 6.9

その他 7 5.3

不明 35 26.7

サンプル数 131 -

25.2 

46.6 

13.0 

38.9 

29.0 

11.5 

8.4 

34.4 

12.2 

6.9 

5.3 

26.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がい者が住みやすい住居の

確保

必要なサービスが利用できる

こと

生活訓練などの充実

経済的な負担の軽減

相談対応などの充実

近所の人たちの理解

在宅における適切な医療ケア

の確保

働く場の確保

同じ悩みを抱える同志の集ま

り

余暇支援

その他

不明
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質問 17.あて名のご本人は、現在、収入を得ていますか（複数回答） 

 「年金（障害年金など）」が 50.4%と最も高く、以下、「給与・賃金」27.5%、「得ていない」

16%となっている。 

  

 

あて名のご本人の日中の過ごし方について 

質問 18.あて名のご本人は、1 週間のうち 15 分以上の外出をしますか 

 「毎日外出する」が 35.1%と最も高く、以下、「週に数回外出する」32.8%、「あまり外出し

ない」12.2%となっている。 

  

 

 

 

 

回答数 割合（％）

給与・賃金 36 27.5

年金（障害年金など） 66 50.4

生活保護 9 6.9

配偶者や子どもからの援助 4 3.1

親やきょうだいからの援助 4 3.1

その他 3 2.3

得ていない 21 16.0

不明 2 1.5

サンプル数 131 -

27.5 

50.4 

6.9 

3.1 

3.1 

2.3 

16.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

給与・賃金

年金（障害年金など）

生活保護

配偶者や子どもからの援助

親やきょうだいからの援助

その他

得ていない

不明

回答数 割合（％）

毎日外出する 46 35.1

週に数回外出する 43 32.8

あまり外出しない 16 12.2

まったく外出しない 11 8.4

不明 15 11.5

サンプル数 131 100.0

35.1 

32.8 

12.2 

8.4 

11.5 

0% 10% 20% 30% 40%

毎日外出する

週に数回外出する

あまり外出しない

まったく外出しない

不明
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（外出する方のみ） 

質問 18-1. どなたと一緒に外出しますか（複数回答） 

 「ひとり」が 60.7%と最も高く、以下、「親・祖父母」28.1%、「配偶者（夫または妻）」22.5%と

なっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 18-2.どのような目的で外出しますか（複数回答） 

 「買い物に行く」が 67.4%と最も高く、以下、「病院など医療機関への受診」55.1%、「通

勤・通学」44.9%となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.7 

22.5 

28.1 

12.4 

10.1 

11.2 

13.5 

1.1 

2.2 

5.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

ひとり

配偶者（夫または妻）

親・祖父母

きょうだい

子ども・孫

友人・知人

グループホームや施設の職員

町の外出支援サービスを利用

ホームヘルパーなどの在宅

サービス提供者

その他

不明

回答数 割合（％）

ひとり 54 60.7

配偶者（夫または妻） 20 22.5

親・祖父母 25 28.1

きょうだい 11 12.4

子ども・孫 9 10.1

友人・知人 10 11.2
グループホームや施設の職
員

12 13.5

町の外出支援サービスを利
用

1 1.1

ホームヘルパーなどの在宅
サービス提供者

2 2.2

その他 5 5.6

不明 1 1.1

サンプル数 89 -

回答数 割合（％）

通勤・通学 40 44.9

訓練やリハビリに行く 14 15.7

病院など医療機関への受診 49 55.1

買い物に行く 60 67.4

友人・知人に会う 24 27.0

趣味やスポーツをする 21 23.6

グループ活動に参加する 7 7.9

散歩に行く 33 37.1

役場での手続き 24 27.0

その他 9 10.1

不明 1 1.1

サンプル数 89 -
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質問 19.あて名のご本人は、平日の日中を主にどのように過ごしていますか 

 「自宅で過ごしている」が 32.8%と最も高く、以下、「働いている」21.4%、「福祉施設、作

業所などに通っている」13%となっている。 

  

 

質問 20.あて名のご本人は、現在、働いていますか 

 「働いていない」59.5%、「働いている」35.9%となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

働いている 47 35.9

働いていない 78 59.5

不明 6 4.6

サンプル数 131 100.0

働いてい

る

35.9％

働いてい

ない

59.5％

不明

4.6％

回答数 割合（％）

こども園や学校に通っている 10 7.6

福祉施設、作業所などに通っ
ている

17 13.0

介護保険のデイケア・デイ
サービスに通っている

12 9.2

自宅で過ごしている 43 32.8

施設や病院などで過ごしてい
る

4 3.1

働いている 28 21.4

その他 3 2.3

不明 14 10.7

サンプル数 131 100.0

7.6 

13.0 

9.2 

32.8 

3.1 

21.4 

2.3 

10.7 

0% 10% 20% 30% 40%

こども園や学校に通って

いる

福祉施設、作業所などに

通っている

介護保険のデイケア・デ

イサービスに通っている

自宅で過ごしている

施設や病院などで過ごし

ている

働いている

その他

不明
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質問 20-1. （働いている方）就労状況について教えてください 

 「小規模作業所、就労施設、福祉工場などの通所施設で働いている」が 34%と最も高

く、以下、「企業などで臨時職員、アルバイト、パートとして働いている」31.9%、「企業な

どで正社員、正職員として働いている」23.4%となっている。 

  

 

質問 21.働くためにはどのような支援が必要だと思いますか（複数回答） 

 「職場における障がいの理解」が 34.4%と最も高く、以下、「短時間勤務や日数などの

配慮」29.8%、「通勤手段の確保」26.7%となっている。 

 

  

 

回答数 割合（％）

企業などで正社員、正職員と
して働いている

11 23.4

企業などで臨時職員、アルバ
イト、パートとして働いている

15 31.9

小規模作業所、就労施設、
福祉工場などの通所施設で
働いている

16 34.0

その他 4 8.5

不明 1 2.1

サンプル数 47 100.0

23.4 

31.9 

34.0 

8.5 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40%

企業などで正社員、正職

員として働いている

企業などで臨時職員、ア

ルバイト、パートとして

働いている

小規模作業所、就労施

設、福祉工場などの通所

施設で働いている

その他

不明

回答数 割合（％）

通勤手段の確保 35 26.7
職場におけるバリアフリーな
どの配慮

7 5.3

短時間勤務や日数などの配
慮

39 29.8

家でできる仕事を増やす 23 17.6
職場における障がいの理解 45 34.4
企業ニーズにあった就労訓練 17 13.0
職場で介助や援助などが受
けられること

15 11.5

仕事についての職場外での
相談対応や支援

29 22.1

その他 3 2.3
不明 66 50.4
サンプル数 131 -

26.7 

5.3 

29.8 

17.6 

34.4 

13.0 

11.5 

22.1 

2.3 

50.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤手段の確保

職場におけるバリアフ

リーなどの配慮

短時間勤務や日数などの

配慮

家でできる仕事を増やす

職場における障がいの理

解

企業ニーズにあった就労

訓練

職場で介助や援助などが

受けられること

仕事についての職場外で

の相談対応や支援

その他

不明
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福祉サービスの利用について 

質問 22.あて名のご本人は、以下の福祉サービスを、現在利用していますか（複数回

答） 

 「福祉サービスを利用していない」が 42%と最も高く、以下、「就労継続支援（A 型・B

型）」16.8%、「相談支援」14.5%となっている。 

  

  

回答数 割合（％）

居宅介護 5 3.8

重度訪問介護 2 1.5

生活介護 7 5.3

就労移行支援 3 2.3

就労継続支援（A型・B型） 22 16.8

療養介護 0 0.0

短期入所（ショートステイ） 6 4.6

共同生活援助(グループホー

ム）
4 3.1

施設入所支援 2 1.5

相談支援 19 14.5

児童発達支援 4 3.1

放課後等デイサービス 8 6.1

福祉サービスを利用していな
い

55 42.0

不明 27 20.6

サンプル数 131 -

3.8 

1.5 

5.3 

2.3 

16.8 

0.0 

4.6 

3.1 

1.5 

14.5 

3.1 

6.1 

42.0 

20.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

居宅介護

重度訪問介護

生活介護

就労移行支援

就労継続支援（A型・B

型）

療養介護

短期入所（ショートステ

イ）

共同生活援助(グループ

ホーム）

施設入所支援

相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

福祉サービスを利用して

いない

不明
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（福祉サービスを利用している方のみが回答） 

質問 23.福祉サービスを利用するときに何か困ったことはありましたか（複数回答） 

 「どんなサービスがあるのか知らない」が 22.1%と最も高く、以下、「特に困ったことはな

い」18.2%、「どの事業所が良いのかわからない」15.6%となっている。 

  

 

 

  

回答数 割合（％）

どんなサービスがあるのか知
らない

17 22.1

使いたいサービスが使えな
かった

7 9.1

サービスの支給量が少ない、
支給期間が短い

8 10.4

どの事業所が良いのかわか
らない

12 15.6

契約の方法が分からない（わ
かりにくい）

3 3.9

利用してトラブルがあった 3 3.9

費用負担があるため、サービ
スが使いづらい

8 10.4

わからない 9 11.7

特に困ったことはない 14 18.2

その他 2 2.6

不明 22 28.6

サンプル数 77 -

22.1 

9.1 

10.4 

15.6 

3.9 

3.9 

10.4 

11.7 

18.2 

2.6 

28.6 

0% 10% 20% 30% 40%

どんなサービスがあるのか

知らない

使いたいサービスが使えな

かった

サービスの支給量が少な

い、支給期間が短い

どの事業所が良いのかわか

らない

契約の方法が分からない

（わかりにくい）

利用してトラブルがあった

費用負担があるため、サー

ビスが使いづらい

わからない

特に困ったことはない

その他

不明
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質問 24.あて名のご本人が、今後利用したい福祉サービスはどれですか。サービスの

容については別紙の障害福祉サービス一覧を参照してください（複数回答） 

 「就労継続支援（A 型・B 型）」が 21.4%、「利用したい福祉サービスはない」20.6%、「相

談支援」15.3%となっている。 

 

  

 

  

回答数 割合（％）

居宅介護 11 8.4

重度訪問介護 2 1.5

生活介護 12 9.2

就労移行支援 18 13.7

就労継続支援
（A型・B型）

28 21.4

療養介護 2 1.5

短期入所
（ショートステイ）

16 12.2

共同生活援助
（グループホーム）

9 6.9

施設入所支援 7 5.3

相談支援 20 15.3

児童発達支援 1 0.8

放課後等デイサービス 8 6.1

同行援護 4 3.1

行動援護 3 2.3

重度障害者等包括支援 1 0.8

自立訓練
（機能訓練・生活訓練）

13 9.9

保育所等訪問支援 0 0.0

医療型児童発達支援 0 0.0

福祉型児童入所支援 1 0.8

医療型児童入所支援 1 0.8

移動支援 18 13.7

利用したい福祉サービスはな
い

27 20.6

不明 30 22.9

サンプル数 131 -



 

28 

 

相談について 

質問 25.あて名のご本人は、生活の中で悩みや困ったことがありますか。ある場合、

それは何についての悩みですか（複数回答） 

 「経済的なこと」が 34.4%と最も高く、以下、「病気・医療について」29%、「就労のこと」

28.2%となっている。 

  

  

回答数 割合（％）

教育・学習のこと 25 19.1

リハビリのこと 6 4.6

経済的なこと 45 34.4

家庭生活のこと 25 19.1

現在の援助（介護）のこと 12 9.2

将来の援助（介護）のこと 33 25.2

就労のこと 37 28.2

趣味や生きがいを持つこと 19 14.5

交通機関のこと 27 20.6

住宅のこと 17 13.0

必要な情報を得ること 27 20.6

友人や相談相手を持つこと 16 12.2

地域の理解を得ること 10 7.6

社会参加のこと 21 16.0

病気・医療について 38 29.0

その他 4 3.1

不明 27 20.6

サンプル数 131 -

19.1 

4.6 

34.4 

19.1 

9.2 

25.2 

28.2 

14.5 

20.6 

13.0 

20.6 

12.2 

7.6 

16.0 

29.0 

3.1 

20.6 
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教育・学習のこと

リハビリのこと

経済的なこと

家庭生活のこと

現在の援助（介護）のこと

将来の援助（介護）のこと

就労のこと

趣味や生きがいを持つこと

交通機関のこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

友人や相談相手を持つこと

地域の理解を得ること

社会参加のこと

病気・医療について

その他

不明
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質問 26.あて名のご本人が悩みや困ったことを相談するのは誰ですか（複数回答） 

 「家族や親せき」が 69.5%と最も高く、以下、「かかりつけの医師や看護師」22.9%、「友

人・知人」22.1%となっている。 

 

  

 

  

回答数 割合（％）

家族や親せき 91 69.5
友人・知人 29 22.1
区長や地域の人 0 0.0
民生委員・児童委員 0 0.0
施設の支援員など 20 15.3
かかりつけの医師や看護師 30 22.9
職場の上司や同僚 9 6.9
こども園、学校の先生 3 2.3
病院のケースワーカーや介護
保険のマネージャー

9 6.9

行政機関の相談窓口（役場・
社会福祉協議会など）

24 18.3

学校のスクールソーシャル
ワーカー・スクールカウンセ
ラー

3 2.3

計画相談員 16 12.2
基幹相談支援センター 0 0.0
地域包括支援センター 2 1.5
インターネット 8 6.1
本や新聞、雑誌の記事、テレ
ビやラジオのニュース

4 3.1

誰にも相談しない 0 0.0
その他 0 0.0
不明 7 5.3
サンプル数 131 -
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質問 27.あて名のご本人は、障がいのことや福祉サービスなどに関する情報をどこか

ら知ることが多いですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「家族や親せき」が 45%と最も高く、以下、「行政機関の相談窓口（役場・社会福祉協議

会など）」21.4%、「インターネット」17.6%となっている。 

回答数 割合（％）

家族や親せき 59 45.0
友人・知人 13 9.9
区長や地域の人 0 0.0
民生委員・児童委員 1 0.8
施設の支援員など 13 9.9
かかりつけの医師や看護師 17 13.0
職場の上司や同僚 5 3.8
こども園、学校の先生 2 1.5
病院のケースワーカーや介護
保険のマネージャー

11 8.4

行政機関の相談窓口（役場・
社会福祉協議会など）

28 21.4

学校のスクールソーシャル
ワーカー・スクールカウンセ
ラー

0 0.0

計画相談員 14 10.7
基幹相談支援センター 1 0.8
地域包括支援センター 2 1.5
インターネット 23 17.6
本や新聞、雑誌の記事、テレ
ビやラジオのニュース

14 10.7

誰にも相談しない 7 5.3
その他 4 3.1
不明 17 13.0
サンプル数 131 -




